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日
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記
L

安

藤

保

こ
こ
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
広
瀬
家
文
書
中
の
『
三
池
行
日
記
』
(三
五
四
四
)
で
あ
る
、

幕
府
は
安
政
元
年
江
川
太
郎
左
衛
門

の
建
言
を
い
れ
反
射
炉
建
設
を
決
定
し
、

そ
れ
に
必
要
な
石
炭
を
、
西
国
郡
代
を
通

じ
三
池
よ
り
購
入
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
す
で
に

『
筑
豊
石
炭
鉱
業

史
年
表

』
で
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま

た

『
江
戸
担
庵
全
集

』
そ
の
他
に
も
関
連
文
書
を
み
る
こ
と
が
で
き
周
知

の
こ
と

で
あ
る
が
、
本
史
料
は
、
池
田
郡
代

の
公

事
方
元
占
を
勤
め
、
直
接
三
池

へ
石
炭

購
入
の
た
め
出
張
し
た
紅
林
伊
九
郎
と
の
同
行
記
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
購
入
、

輸
送

の
経
過
を
詳
細
に
窺
い
う
る
も

の
で
あ
る
。

筆
者
の
広
瀬
五
兵
衛
は
、
嘉
永
二
年
広
瀬
家
の
養
子
と
な

っ
た
麻
生
伊
織
の
四

男
五
兵
衛
で
あ
り
、
当
時
中
域

・
堀
田
両
村

の
庄
屋
で
あ
っ
た
。

本
史
料
か
ら
も
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
広
瀬
家
と
日
田
役
所
と
の
密
接
な
関

係
が
窺
わ
れ
る
が
、
同
家
が
石
炭
に
対
し

て
見
聞
を
広
め
る
機
会
を
も

っ
て
い
た

点
は
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
日
田
金
の
性
格
を
考
え
る
場
合
の
手
懸
り
を
与
え

る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら

の
こ
と
に
ま
し
て
興
味
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
石
炭
に
関
す
る
風
聞
が
あ

っ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
風
聞
は
、
ペ
リ
ー
が
日
本
を
立
去
ら

な
い
の
は
石
炭
不
足

の
た
め
で
あ
り
、
こ

の
石
炭
は
反
射
炉
用
を
名
目
と
し
た
ペ

リ
ー

へ
の
送
炭
で
あ
る
と
い
う
も

の
で
あ

っ
た
。
安
政
元
年
三
月
と
い
う
時
期
は
、

こ
の
よ
う
な
風
聞
を
生
み
出
す
状
況
下
に
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に

つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
お
く
。

い
う
ま
で
も
な
く

ペ
リ
ー
来
航
の
目
的

の

一
つ
は
、
日
本
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ

船
が
恒
常
時
に
薪
水
食
料
石
炭
を
入
手
す

る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
要
求
に
対
し
日
本
側
は
、
ア
メ
リ
カ
船
を
長
崎
に
廻
港
さ
せ
、
オ
ラ

ン
ダ
と
同
様
に
取
扱
う
方
針
を
出
す
が
、
ペ
リ
ー
は
下
田

・
箱
館

の
開
港
を
求
め
、

特
に
下
田
に
お
い
て
は
薪
水
食
糧
石
炭

の
供
給
を
要
求
し
た
。

安
政
元
年
三
月
三
日
、

ペ
リ
ー
と
林
大
学
頭
と

の
交
渉

に
お
い
て
、
ペ
リ
ー
は

「此
度
は
何
も
薪
水
食
糧
石
炭
等
不
足
と
申

二
は
無
之
候
得
共
、
可
相
成
は
少
々

成
共
此
度
下
田

二
て
頂
戴
仕
、
以
後
之
手
本
と
致
し
置
候
様
致
し
度
存
候
」

(通

航

一
覧
続
輯
第
四
)
と
申
し
出
た
が
、
林
は
急
の
こ
と
に
て
間
に
合

い
難
き
旨
を

告
げ
て
い
る
。
し
か
し
ペ
リ
ー
は
、
食
料
は
有
合
せ
の
も

の
で
よ
し
と
し
、
石
炭

に
つ
い
て
は

「
石
炭
も
少
し
成
共
頂
戴
仕
、
品
合
之
処
も
試
申
度
存
候
」
と
の
理

由
で
、
五
月
中
旬
頃
ま
で
の
準
備
を
重
ね
て
要
求
し
、
日
本
側
も
了
承
し
た
・

五
月
十
七
日
よ
り
の
両
者

の
会
談
に
お
い
て
、
石
炭

一
万
斤

の
準
備
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
が
、
日
本
側

の
示
し
た
炭
価
の
高
さ
故
か
ペ
リ
ー
は

五
〇
〇
斤
の
購
入
を
申
し
出
た

(幕
末
外
国
関
係
文
書
六
巻
)
。

「
ペ
リ
ー
日
本

遠
征
随
行
記
」
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
十

五
日
石
炭
約
十
六
ト
ン
受
渡
し
が
あ

っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
ペ
リ
ー
の
強

い
要
求
に
よ
り
下
田
に
お
け
る
石
炭
購
入
は
実
現

す

る
の
で
あ
る
が
、
先
の
風
聞
は
こ
の
石
炭
の
出
所
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

本
史
料
に
よ
れ
ば
、
十
万
斤

の
石
炭
購
入
は
三
月
六
日
江
戸
に
お
い
て
命
ぜ
ら
れ

た
こ
と
、
下
田
へ
の
輸
送
は
早
急
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
様
子
が
み
ら
れ
る

こ
と

(積
船
に
他

の
荷
物
を
積
込
む
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
遅
延

は
故
障

の
筋
と
考

え
ら
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
)
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
江
川
も
こ

の
石
炭
を

「
火
急
御
用
」
の
品

で
あ
る
と
云

っ
て
い
る

(
「
江
川
担
庵
全
集
」
上

巻
)。
石
炭
購
入
下
命

の
年
月
は
ペ
リ
ー
の
石
炭
要
求

の
時
に
符
合
す
る
。
ま
た
反

射
炉
建
設
の
進
行
状
況
嚇
ら
考
え
れ
ば
、
石
炭
が
火
急
に
必
要
で
あ
る
と
す
る
こ



と
に
は
疑
問
が
持
た
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
安
政
元
年
下
田
へ
送
ら
れ
た
石
炭
は
三
池
炭
の
外
に
常
磐
炭
が
あ
り
、

四
月
九
日

一
万
斤
が
下
田
へ
到
着
し
て
い
る
。
斤
数
か
ら
い
え
ば
、
ペ
リ
ー

へ
渡

さ
れ
る
予
定

の
石
炭
は
こ
の
石
炭
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
明
確
で
な
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
ペ
リ
ー
へ
売
却
し
た
石
炭
は
、
江
川
の
反
射
炉
入
用
石
炭
の
名
目
で

購
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
の
,
で
あ
り
、
案
外
公
的
文
書
よ
り
も

風
聞

の
方
が
的
を
射
て
い
た
と
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
嘉
永
七
年
寅
三
月
十
五
日

三
池
行
日
記

広
瀬
五
兵
衛
」

三
月
十
四
日

雨
天

一、

午
時
紅
林
伊
九
郎
様
溢
御
召

二
付
罷
出
候
庭
、
此
度
石
炭
御
用
之
儀

二
付
筑

後
国
三
池
表
迄
明
日
出
立
罷
越
候
間
、
御
供
仕
候
様
、
尤
下
役
之
積

二
而
大
小

帯
し
参
候
様
と
の
御
沙
汰
有
之
候
間
、
即
刻
引
取
、
宿
元
江
相
談
之
上
、
直
様

罷
出
御
供
可
仕
旨
御
請
申
上
置

一、

紅
林
様
湊
人
馬
之
儀
、
馬
壱
疋
訊
両
掛
壱
荷
、
何
れ

二
て
も
御
先
触

二
用
意

可
致
旨
被
仰
聞
候
間
、
両
掛
壱
荷
僕
壱
人
召
連
度
段
御
願
申
上
置

一、

日
田
拳
三
池
迄
宿
継
左
之
通

日
田
ぷ
吉
井
迄
五
り

田
主
丸

二
り

府
中

三
り

拝
犬
塚

三
り

瀬
高

二
り

三
池

三
り

〆

一、

吉
井

二
而
人
足
継
替
、
持
参
之
弁
当
相
用

一、

七
ツ
時
田
主
丸
着
、
人
馬
継
所
江
止
宿
、
誠

二
鹿
末
之
旅
宿
也

一、

木
銭
米
代
左
之
通
平
次
郎
添
払
之

一

丁
銭
百
八
十
八
文

白
米
弐
升

一

同

八
十
六
文

上
下
四
人
分
木
銭

〆

丁
銭
弐
百
七
十
四
文

右
之
通
御
受
取
帳

に
相
払

外
人
足
賃

一、

御
先
触
写
左
之
通

覚

一
、
人

足

四

人

内

弐
人
両

弐
荷

弐
人
駕
籠

右
者
拙
者
儀
急
御
用
向

二
而
、
明
十
五
日
昼
出
立
、
筑
後
国
三
池
迄
罷
越
候
、

書
面
人
足
速

二
差
出
、
休
泊
賄
共
無
差
支
取
計
、
早
々
順
達
三
池

二
而
可
被
相

返
候
、
己
上

寅
三
月
十
四
日

池
田
岩
之
丞
手
代

日
田

ム

紅
林
伊
九
郎

筑
後
国
三
池
迄

宿
々
役
人
中

上
下
四
人

三
月
十
五
日
泊

田
主
丸
町

同

十
六
日
休

拝
犬
塚

同

日

泊

三
池
新
町

追
而
此
先
触
三
池
江
相
達
候

ハ
・
領
主
役
筋

江
早
々
可
被
相
達
候
、
已
上

一篇一

三
月
十
五
日

晴
天
折
々
時
雨

一、

午
時
御
門

二
而
仕
度
相
仕
舞
、
直
様

紅
林
様
御
駕
籠
御
供
仕
、
付
添
平
次
郎
、

此
方
磯
吉
召
連
、
両
掛
壱
荷
人
足
江
為

持
出
立

三
月
十
六
日

晴
天

一、

早
朝
田
主
丸
出
立
、
此
方
足
痛

二
付
宿
駕
籠
相
雇
、
賃
銭
百
拾
弐
文
平
次
郎

小
取
替

置
、
尤
府
中
迄
三
里
半
也
、
壱
里
十
六
文

ッ
・



一、

府
中

二
而
人
足
継
替
、
此
方
も
是
よ
り
歩
行
之
事

一、

辱

塚

二
而
人
足
継
賛

此
処
昼
食
相
用
・
木
銭
米
代
平
次
郎
ム
払
之

一

丁
銭
九
十
四
文

自
米
壱
升

一

同

四
十
四
文

上
下
四
人
木
銭

〆
丁
銭
百
三
十
八
文

外
人
足
賃
壱
里
十
六
文

ツ
・
也

一、

瀬
高

二
而
人
足
継
替
、
此
処
江
柳
川
表
役
人
金
子
半
兵
衛
殿
罷
越
居
酒
肴
用

意
有
之
、
暫
隙
取
候
事
、

尤

日
隈
雄

蔵

方
ぷ

書
状
受
置
有
之
、
金
子
氏
折
角

用
意
致
居
候
義

二
付
、
御
断
り

二
不
相
成
様
可
取
計
段
申
置
有
之
候
事

一、

瀬
高
七
ツ
時
出
立
、
右
金
子
氏
同
道

、
壱
里
程
、
夜

二
入
三
池
新
町
着
、
安

照
寺
江
止
宿

一、

日
隈
雄
蔵
方
途
中
迄
被
出
迎
、
今
夜

一
同
寺
江
泊
リ

一、

此
度
石
炭
御
用
之
儀
、
去

ル
五
日
江
戸
拳

被

仰
出
、
同
十
二
日
御
用
状
日

田
着
、
右

ハ
反
射
炉
御
入
用
之
由
、
但
反
射

と
申
義

鳥

渡
相
分
リ
兼
候
事

二
而
、
拾
万
斤
御
買

上
、
大
坂
迄
御
積
登
せ
、
夫
春
伊
豆
下

田
迄
積
送
り
相
成
候
由
、
然
ル
処
三
池

着
早
速
御
取
調
之
処
、
石
炭

ハ
多
分

有
之
段
、
為
積
登
之
船
同
所
江
無
之

二
付
、

口
御
手
数
有
之
、
今
ば
ん
夜
通
し
飛
脚

ヲ
以
右
馬
丞
浦
、
若
津
浦
長
崎
御
廻
米
請

負
方
城
嶋
屋
元
次
方
江
之
御
懸
合
状
差
立
相
成
、
船

ハ

様
之
内
也

四
百

十
石
壱
艘
陥

弐
百
五
十
石
弐
艘
一

一、

右
積
船
御
懸
合
御
状
相
認
候
事

一、

金
子
半
兵
衛
殿

ハ
別
宿
江
被
罷
越
候
、
同
人

ハ
御
預
リ
所
懸
リ
役
之
由

両

三
月
十
七
日

雨
天

、

今
朝
ゑ
役
人
衆
追
々
被
罷
越
候
て
、
石
炭

一
件
評
議
有
之
、
生
石
製
炭
両
条

之
処
相
決
兼
、
漸
生
炭

二
御
評
決

二
成
、
尤
製
し
炭

ハ
当
所

二
而
登
治
と
申
候

事
柳
川
郡
奉
行

山
崎
瀬
兵
衛
殿

此
節
出
張

同
御
預
リ
所
懸
リ
役

金
子
半
兵
衛
殿

同
断

〆

三
池
代
官
役

〆

吉
村
土
肥
之
助
殿

奥
州
下
手
藩

る

一
年
交
代
相
詰
ル

一、

午
後
大
牟
田
浜
江
石
炭
見
分

と
し
て
紅
林
様

一
同
右
役
人
衆
罷
越
、
同
所
之

儀
石
炭
積
出
之
場
所
江
生
炭
又

ハ
登
治
共
積
壱
岡
を
成
し
、
誠

二
目
を
驚
候
事
、

右
見
分
相
済
候
上
、
近
辺
之
家

二
而
休
息
、
酒
飯
出

ル
、
夫
ぷ
夕
刻
引
取

一、

若
津
江
差
立
候
飛
脚
帰
、
右
馬
丞
浦
船
問
屋
同
城
嶋
♂
元
次
船
頭

一
同
罷
越
、

然

ル
処
船
之
義
九
百
石
積

船
二
而
、
石
炭
拾
万
斤
位

米
右

二
し
て

四
百
石
二
当
ル
二
而
者
運
賃

之
処
難
詰
、
右

二
付
外
荷
物
相
添
度
申
出
候
得
共
、
彼
是
隙
取
、
依
而
破
談

二

相
成

ス

一、

城
嶋
屋
元
次
申
出
二
、
柳
川
領
中
嶋
と
申
所
江
飛
船
数
艘
見
受
候
段
申
出
候

二

付
、
右
を
御
取
船
相
成
候

二
決
し
、
明
朝
此
方
罷
越
候
様
御
沙
汰
相
成
ル

一
、

元
日
田
御
引
番
藤
吉
惣
七
殿
肥
後
江
罷
越
候
由

二
而
、
今
ば
ん
見
舞

二
罷
越

三
月
十
八
日

雨
天
昼
6
晴
天

一、

早
朝
出
立
、
城
嶋
屋
元
次
同
道
中
嶋
江
罷
越
、
磯
吉
召
連
、
道
中
大
雨

二
而

漸
々
午
時
中
嶋
着

+二
舞

帥
嶋
迄
、
直

二
船
内

々
見
分
致
候
処
、
宜
キ
船
四
艘

程
有
之
間
、
同
所
船
渡
し
通
り
立
候
処
、
所
案
内
之
も
の
出
迎

傍

の
店

二
着
、

庭
有
、
湊
屋
平
太
郎
と
申
由

一、

今
日
御
役
船

二
罷
越
候
義
、
夜
前
金
子
氏
ゐ
柳
川
表
江
為
知
有
之
候
由

二
而
、

奉
行
手
附
之
も
の
壱
人
罷
越
居
候
間
、
見
留
置
候
船
壱
艘
御
用

二
付
、
雇
付
候

旨
及
談
候
処
、
道
具
不
揃
等
申
立
候
間
、
船
頭
呼
寄
段
々
理
解
申
聞
取
極
書
付

左
之
通

卜↓



覚

明
運
丸

一

四
百
石
積
船

壱
艘

一

帆
柱

杉
木

一

桁

一

梶

白
樫

一

碇

六
挺

一

綱

七
房

一

木
綿
帆

拾
六
端

〆右
者
御
用
石
炭
大
坂
迄
為
御
積
登

二
付
、
御
取
船

二
相
成
、
御
用
可
相
勤
旨
、

尤
御
差
急
之
儀

二
付
、
精
々
差
働
御

用
大
切
可
相
心
得
段
被
仰
渡
承
知
奉
畏

候
、
傍
而
御
請
書
奉
差
上
候
、
以
上

寅
三
月
十
八
日

防
州
津
野
郡
福
川

直
乗
船
頭

源

蔵

御
出
役
様

前
書
之
通
相
達
無
御
座
候
、
已
上

同
月
同
日

中
嶋
村
庄
屋
代

孫
九
郎

一、

右
運
賃
大
牟
田
小
大
阪
迄
御
城
米
之
割
合
ヲ
以
百
石

二
付
銀
六
百
三
拾
目

二

取
極
候
事

但
、
御
城
米
積
立
当
所
か
大
阪
迄
弐

百
六
拾
壱
里
二
積
り
六
百
四
十
目
七
分

五
里
五
毛

二
相
成
候
間
、
其
当
り
ヲ
以
取
極
候
事

一

石
炭
拾
万
斤

〆

此
米
石
四
百
石
也
、
但
米
壱
石

二
付
弐
百
五
十
斤
之
割

二
而

但
、
御
城
米

ハ
石
三
升
之
増
有
之
候
間
、
石
炭
も
米
石
二
直
し
居

可
相
成
事

一、

城
嶋
屋
元
治
方

ハ
中
嶋
小
直

二
引
取

一、

宿
飯
代
三
人
分
、
木
銭
米
代
百
八
文
相
払

但
、
紅
林
様
御
帳
面
持
参
受
取
書
取
之

一、

右
船
雇
付
手
数
相
済
候
間
バ
日
の
丸

二
御
用
之
御
旗
印
相
立
置

一、

八
ツ
時
中
嶋
出
立
、
柳
川
か
罷
越
居
候
下
役
同
道
引
取
、
七
ツ
時
大
牟
田
帰

着
、
今
日
石
炭
俵
詰
仕
舞

二
相
成
候
事
、

簾

恥
又
右
衛
門

一、

今
日
詮
三
池
安
照
寺

一
同
引
払

二
相
成
、
大
牟
田
江
宿
替
致
し
、
皆

々
罷
越

し
居
候
事

一、

石
炭
俵
詰
之
義
、
今
日
大
牟
田

二
而
相
仕
舞
、
夕
刻
御
見
分
相
済
候
事

三
月
十
九
日

雨
天

一、

石
炭
元
船
江
積
入
之
儀
、
百
貫

と
申
所

二
而
瀬
取
船
矛
積
替
之
筈
、
昨
日
申

極
置
候
得
共
、
中
嶋
湊

二
而
積
入

二
相
決
候
間
、
其
段
船
頭
迄
申
遣
、
態
々
壱

人
差
立

一、

今
日

ハ
石
炭
為
積
登

一
件
書
付
類
御
取
調

二
付
、
認
方
等
致
候
事

一、

大
牟
田
旅
宿
庭
主

諸
国
屋
永
蔵

是

ハ
当
所
炭
問
屋
之
由
、
座
敷
其
外
賄
等
も
結
構
有
之
事

御
運
賃
御
吟
味

二
付
奉
申
上
候

一、

石
炭
弐
百
五
十
七
斤

二
付

筑
後
国
諏
訪
浦
冶
大
坂
迄
御
運
賃

銀
六
匁
三
分

外
銀
壱
匁

御
吟
味
減

銀
弐
分

再
御
吟
味
減

右
は
反
射
炉
御
用
石
炭
、
筑
後
国
諏
訪
浦
添
大
坂
江
為
御
差
登
二
付
、
御
役
船
二

相
成
候
得
共
、
是
迄
石
炭
積
受
候
儀
無
之
、
御
免
相
願
候
得
共
、
御
用
可
相
勤

旨
厳
重
被

仰
渡
候

二
付
御
請
仕
、
運
賃
之
儀
御
吟
味
有
之
候
処
、
米
運
賃
之



割
合

ヲ
以
、
米
百
石

二
付
銀
七
百
五
拾

目
被
下
置
度
、
右
当
り
ヲ
以
立
花
飛
弾

守
様
大
坂
御
廻
米
運
賃
相
渡
リ
候
見
合

も
有
之
旨
ヲ
以
御
願
申
上
候
処
、
御
私

領
何
御
見
合

二
不
相
成
、
御
城
米
運
賃
之
見
合
も
有
之
候
間
、
下
直
二
て
可
仕
旨

精

々
被
仰
聞
候
得
共
、
御
廻
米
と
違
イ
船
中
取
扱
方
も
不
宣
、
其
上
御
差
急
之

品

二
付
、
船
中
働
方
も
格
別
骨
折
候

二
付
、
御
廻
米
運
賃
之
当
り

二
而
者
難
請

仕
、
既

二
若
津
浦

二
而
御
取
船

二
相
成
候
船
頭
共
、
強
而
難
渋
申
立
、
御
免
相

願
候
程
之
儀
、
私
船
連
も
同
様
難
渋
之
旨
申
上
候
得
共
、
再
応
御
理
解
有
之
、

殊

二
此
度
之
御
用
御
差
急
之
趣
承
知
仕
候
間
、
石
炭
弐
百
五
十
七
斤

二
付
銀
六

匁
三
分

二
而
被
仰
付
候

ハ
・
、
御
用

イ
相
勤
旨
申
上
候
処
、
御
取
調
之
上
右
運

賃

二
而
御
請
可
仕
旨
被
仰
聞
承
知
仕
候

、
右
吟
味
之
趣
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
、

己
上

毛
利
淡
路
守
御
領
分

防
州
津
野
郡
福
川

嘉
永
七
寅
年
三
月
十
九
日

直
乗
船
頭

源

蔵

池
田
岩
之
丞
様

御
出
役
中

前
書
船
頭
源
蔵
申
上
候
通
相
違
無
御
座
候
、
依
之
奥
書
仕
奉
差
上
候
、
已
上

諏
訪
浦
役
人
代孫

三
郎

御
用
石
炭
送
状
之
事

寅
三
月
廿
日
筑
後
国
諏
訪
浦
出
帆

一

石
炭
拾
万
斤

直
乗
船
頭

源

蔵

船
頭
水
主
炊
共
五
人
乗

此
貫
目
壱
万
六
千
三
百
弐
拾
目
、
但
俵
共

此
俵
弐
千
俵

但
壱
俵

二
付
平
均
:
・…

此
運
賃
銀
弐

〆
四
百
五
拾
壱
匁

内
、
壱

〆
弐
百
廿
五
匁
五
分

積

所
渡

「一一一一一

壱
〆
弐
百
廿
五
匁
五
分

大
坂
渡

外
池
田
岩
之
丞
♂
浦
触

船
中
目
録

御
用
状

朱
丸
幟

御
用
跳
灯

斤
目
廻
帳

船
帆
柱

梶碇綱

壱
通

壱
冊

壱
封

壱
本

壱
ツ

壱
冊

具
杉

帆
拾
六
反

白
樫

六
挺

七
房

右
者
反
射
炉
御
用
石
炭
、
筑
後
国

二
而
御
買
上
、
同
国
諏
訪
浦

二
お
ゐ
て
積
立
、

船

頭
立
会
斤

目
改

之
上

、
書
面
之
通
今
廿
日
未
刻
出
帆
申
付
候
、
着
船
之
上
御

改
御
受
取
被

仰
渡
候
趣
ヲ
以
、
伊
豆
国
下
田
迄
御
廻
方
可
然
御
取
計
可
被
成
候
、

運
賃
之
儀
半
方
相
渡
候
間
、
残
半
方
御
地

二
而
御
渡
可
被
成
候
、
循
送
状
如
件

池
田
岩
之
丞
手
代

嘉
永
七
寅
年
三
月
廿

日

筑
後
国
諏
訪
浦
出
役

紅
林
伊
九
郎
印

川
上
金
吾
助
様

増
田
作
右
衛
門
様

両
御
手
代
中

石
炭
四
万
斤

同

六
万
斤

〆
石
炭
拾
万
斤

柳
川
様
分

三
池
様
分



此
俵
弐
千
俵

代
調
銭
百
三
拾
弐
貫
八
文

但
壱
斤

二
付
壱
文
三
分
弐
リ
八
毛

此
金
拾
九
両
弐
分
永
弐
拾
九
文
五
分

代
弐
百
文

右
之
通
御
渡
相
成
、
売
主
矛
夫
々
受
取
書
差
出
相
成
候
事

一

銀
弐

〆
四
百
五
拾
壱
匁

運
賃

内

壱
〆
弐
百
廿
五
匁
五
分

中
嶋

二
而
船
頭
渡

六
十
六
匁
か
へ

此
金
拾
八
両
弐
分
永
六
十
四
文
九
分

此
銭
四
百
拾
四
文

残
銀
壱

〆
弐
百
廿
五
匁

五
分

此
分
大
坂
渡
之
極

右
石
炭
御
買
上

二
付
、
売
主

差
之
直
段
書
、
其
外
書
類
段
々
有
之
候
得
共
、

一
々

難
相
覚
、
且
隙
無
之

二
付
難
写
取
候
事

御
定
人
馬
賃
銭
覚

本
馬
壱
疋

定
荷
三
十
六

〆
目

但
壱
里

二
付
丁
銭
三
十
六
文

軽
尻
壱
疋

同
弐
拾
四
貫
目

但
壱
里

二
付
弐
拾
四
文

木
銭
上
三
十
五
文

一
泊
り
二
而

下
十
七
文

一
泊
り
二
而

但
、
昼
飯
な
ら

ハ
此
半
方
之
割

米
代

但
白
米
壱
弁
二
付
何
程
敦

其
所
之
直
段
可
相
尋
候

但
、
壱
人

一
度

二
付
白
米
弐
合
五
勺
、
泊
り
な
ら

ハ
五
合

〆右
之
通

二
候
間
為
念
記
置
候
也

三
月
廿
日

晴
天

一
、

早
朝
大
牟
田

一
同
出
立
、
海
涯
通
り

二
而
黒
崎
と
申
処
通
り
、
夫
冶
四
ツ
時

中
嶋
村
着
、
川
端
之
家

止
宿
、
庭
主
女
也

一、

柳
川
様
分
石
炭
四
万
斤
大
牟
田
よ
り
瀬
取
船

二
而
積
廻
し
、
今
九
ツ
時
中
嶋

着
、
紅
林
様
柳
川
奉
行

山
崎
瀬
兵
衛
殿
、
金
子
半
兵
衛
殿
、
井

石
炭
売
主

一
同

出
張
之
上
、
弐
拾
俵
丈
斤
目
懸
廻
し
、
本
船
江
積
入

売
主
船
頭

俵
数
相
改
、
尤
紅
林

様
山
崎
氏
杯

ハ
直
様
御
引

取
、
日
隈
雄
蔵
、
此
方
跡
江
残
居
、
積
入
相
済
候
迄

出
張
之
事

一、

三
池
様
分
石
炭
積
候
瀬
取
船
、
今
日
之
汐
時

二
後
れ
入
津

二
不
相
成
、
引
キ

船
等
遣
候
得
共
手
後
れ

二
而
致
方
無
之
、
依
而
今
日
も
御
用
済

二
不
相
成
候
事

三
月
廿

一
日

晴
天

一、

今
暁
方
三
池
分
石
炭
入
津
之
段
申
来
候
間
、
未
明
済
紅
林
様
三
池
役
人
壱
人
、

売
主
共
昨
日
之
通
出
張
、
俵
数
弐
十
斤
目
懸
廻
し
、
雄
蔵
、
此
方
跡
江
残
居
相

済
迄
出
張
、
五
ツ
半
時
相
済
引
取

一、

今
日
出
立
府
中
泊
り
、
明
日
帰
着
之
由
先
触
、
右
本
船
江
積
入
出
張
之
内

二

御
出
し

二
相
成

一
、

四
ツ
時
右
石
炭
積
入
相
済
候

二
付
、
船
頭
江
送
り
状
其
外
諸
御
書
付
等
御
渡

二
相
成
、
今
日
出
帆
之
旨
御
申
渡

二
相
成

一
、

同
村
出
立
、
川
船

二
而
上
り
、
午
時
瀬
高
江
着
、
金
子
半
兵
衛
殿
労
奉
行
下

役

弥
太
次
と
申
仁
も
送
り
来
、
同
所

二
而
午
飯
相
用
、
尤
酒
出
馳
走
有
之
候

事

(膣
)

一、

此
方
種
物
出
来
、
且
雄
蔵
足
痛

二
付
、
最
合

二
而
出
駕
籠
壱
挺
取
之



(
剃
)

一、

拝
犬
塚

二
而
人
足
継
替
、
夫
添
人
形
原
と
玖
申
所
江
相
廻
り
、
此
処

ハ
千
年

余
之
古
跡

二
而
大
な
る
石
人
有
之
、
其
裏
手
江
石
室

ア
リ
、
入
口
の
石
之
頭
者

獅
子
之
面

二
持

へ
有
之
、
中

二
入
り
見
候
処
、
畳
壱
畳
鋪
位
の
広
サ
也
、
外

二

格
別
奇
妙
な
る
事
も
無
之
候
得
共
、
余
程
古
跡
と
相
見
候
事
、
尤
右

ハ
紅
林
様

御
覧
被
成
度

二
付
、
態
々
半
里
計
り
立
寄

一、

七
ツ
時
府
中
着
、
長
崎
屋

と
申
宿
江
泊
り

一、

夕
飯
後
日
田
御
役
所
誇
態
々
飛
脚
来
、
御
用
伏
之
趣
、
此
度
反
射
炉
御
用
石

炭
之
儀
、
焼
立
之
石
炭

二
無
之
、
生

石
御
入
用

二
而

、
御
勘
定
所

全
御

達

違
之
由
、
依
而
焼
立
之
石
炭
積
立

二
相
成
候

ハ
・
、
尚
又
生
石
拾
万
斤
急
々
可

積
立
旨
、
江
戸

八
日
限
リ
飛
脚
ヲ
以
日
田
江
御
用
状
着
之
由
、
然

ル
処
、
此

節
御
積
立
之
炭
、
生
炭

二
相
決
積
立
候

二
付
、
別
し
て
御
都
合
宜
大
慶
之
至

二

候
事

一、

反
射
炉
御
用
と
申
義
、
何
分
相
分
兼
候
処
、
極
内
実
ハ
右
文
字

ハ
こ
し
ら

へ

事
之
由
、
此
節
渡
来
之
亜
墨
利
加
船
未
タ
出
帆

二
不
相
成
、
矢
張
横
浜
沖

江
穏

二
滞
船
之
由
、
何
れ
蒸
気
船
石
炭
無
之
帰
国
致
し
か
た
く
故
、
石
炭
御
遣
し

二

相
成

ル
事

ニ
ハ
無
之
哉
、
風
聞
之
侭

記
置

三
月
廿
二
日

雨
天

、

早
朝
府
中
出
立
、
善
導
寺
江
参
詣

、
午
時
吉
井
着
、
布
屋

二
而
午
飯
相
仕
舞
、

人
足
継
替

、

東
光

寺
江
立
寄
、
法
院
江
面
会
、
五
色
半
切
二
百
挺
手
印

二
遣

ス
、
此
度

ハ

祇
園
宮
江
芝
居
有
之
場
所
見
物
致
し
、
直
様
出
立
、
長
谷

二
而
紅
林
様
江
追
付
、

夫
添
御
供
仕
、
夕
刻
無
滞
帰
宿
之
事

御
役
所
御
用
留
之
内
書
抜

壱
斤

二
付
弐
文
六
分
四
リ

一

石
炭
弐
百
拾
壱
万
五
千
九
百
七
十
斤

松
浦
郡

同
四
文
八
分

同同

一

同

一

同

噌

同

三
万
斤

三
拾
万
斤

但
自
灰
焼

二
相
成
申
候

弐
百
五
拾
万
斤

三
百
万
斤

弐
千
百
廿
五
万
三
千
斤

同
郡

天
草
郡

筑
前
国

豊
前
国

肥
前
国

壱
斤

二
付
壱
文
四
分
七
リ

一

同

三
千
四
百
八
拾
壱
万
弐
千
斤

筑
後
国

同
壱
文
弐
分
七
リ

一

同

六
千
三
百
四
拾
九
万
百
四
十
九
斤

同
国
三
池

〆
石
炭
壱
億
弐
千
七
百
廿

一
万
百
廿
四
斤

外松
平
肥
前
守
様
分
、
未
タ
書
上
ケ
不
相
成
事

寅
三
月
十
五
日

入
銀
六
拾
八
匁

同
十
六
日

一

同
壱
匁
壱
分
弐
リ

同
廿
日

一

同
三
匁
六
分
五
リ

同一

同
壱
匁

一
分

同一

同
五
匁
弐
分
八
リ

同
4

一
.同
六
匁
八
分
五
リ

持
参出

駕
籠
壱
挺

田
主
丸
誇
府
中
迄

肴
品
々
代

土
産
用

草
履
五
足
代
、
宿
元
入
用
相
求

日
隈
割
合
之
分
、
出
駕
籠
壱
挺
分
、
分
持
荷
持
賃

道
中

一
切
入
用

〆
迄

トヨ



〆
拾

八
匁

残
高
五
拾
目

持
帰

寅
三
月
廿
三
日
⑳

江
相
渡

ス

十
六
日

一

百
十
弐
文

出
駕
籠

一
挺

廿

一
日

一

三
百
廿
八
文

出
駕
籠
卉
分
持
壱
荷
分

一

三
百
六
十
五
文

肴
代

郡
中
年
番

平
山
小
十
郎

郡
奉
行

吉
村
土
肥
之
助

(七
三
頁
よ
り
)

号
浦
汐
行
五
、
O
O
O

ム
シ
チ
ー
、
ヤ
フ
コ
リ
ス
号
室
蘭
行

一
、
二
〇
〇

△
神
国
丸
馬
尼
刺
行
六
、
○
O
O

ム

マ
ラ
ン
ナ
号
全
上
六
、
O
O
O

ム
リ
オ
パ
シ
ク
号

全
上
四
、
七
〇
〇

ム
タ
ン
ポ
フ
号
浦
汐
行
五
、
二
〇
〇

△
日
洋
丸
馬
尼
刺
行
四
、
二
〇
〇

△
第
二
千
代
田
丸
名
古
屋
行

一
、
七
〇
〇

即
ち
合
計
十
六
隻

に
し
て
、
積
出
総
数
四
九
、
三

〇
ト
ン
の
多
額
に
達

せ
・り
。
尚
ほ
本
月
迄
に
は
内
外
大
型
船
舶
七
、
八
隻
入
港
の
予
定
な
り
と
云

へ
ば
、
本
月
中

の
積
出
港
は
稀
有

の
盛
況
を
呈
す
べ
し
と
。

大
正
三
年
七
月
三
十
日

補
充
兵
告
発
さ
る

杵
島
郡
北
方
村
杵
島
炭
坑
佐
藤
伴

一
(
二
八
)
は
陸
軍
補
充
兵
で
あ
り
乍

ら
、
明
治
四
十
五
年

一
月
本
籍
地
島
根
県
八
東
郡
宍
道
村
佐
々
市
を
出
発
し

て
現
住
所
に
来
り
、
今
に
至
る
も
届
け
出
を
な
さ
ざ
る
よ
り
昨
日
告
発
さ
る
。

大
正
三
年
八
月
二
日

試
掘
許
可

福
岡
県
門
司
市
浜
町
三
丁
目
古
川
又
四
郎
氏
の
出
願
に
係
る
西
松
浦
郡
西
山

代
村
地
内
石
炭
鉱
区

=
二
六
、
O
O
O
坪
の
試
掘
願

い
は
今
回
許
可
さ
れ
た

り
。

大
正
三
年
八
月
三
日

重
要
炭
山
産
額

佐
賀
県
は

一
九
二
、
五
九
九
、
六
九
七
斤

福
岡
鉱
務
所
管
内
九
州
山
口
各
県
下
に
於
け
る
六
月
中
の
重
要
炭
山
産
額

は
二
・
〇
七
七
、
四
四
五
、
四
四
〇
斤
に
し
て
、
前
月
に
比
し

二
二
六
、

一

三
九
・
九
〇
九
斤

の
激
減
を
示
せ
り
。
減
少
の
原
因
は

一
般
需
要
減
少
に
依

る
と
い
へ
ど
も
、
斯
く
著
し
き
数
字
を
示
し
た
る
は
筑
豊
鉱
業
組
合
が
六
月

来
採
炭
の
制
限
を
な
せ
し
事
其
の
主
因
な
り
。
即
ち
筑
豊
組
合
の
み
の
五
月

二

〇
二
頁
へ
つ
づ
く
)
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